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ゼロカーボン戦略（環境基本計画）概要版 

1. ゼロカーボン戦略（環境基本計画）の基本的考え⽅ 

1.1 ゼロカーボン戦略（環境基本計画）の基本的枠組み 

・2007年策定の環境基本計画を2025年度の改定に合わせて、未策定の各計画（地⽅公共団体実⾏計画区域施策編、
⽣物多様性地域戦略、地域気候変動適応計画）を統合し「ゼロカーボン戦略」を策定します。 

・国や北海道と同様に、温室効果ガス削減・気候変動適応・⽣物多様性保全を⼀体的に整理しました 
・制度改正により評価が難しくなった指標を、現状に即した新たな指標へ変更します。 
 

 
 

1.2 国内外の気候変動に対する取り組み 

1.1.1 国際的動向 
・気候変動と⽣物多様性への国際的取り組みは、1992年地球サミットで採択された「双⼦の条約（気候変動枠組条約、
⽣物多様性条約）」を基盤に、緩和・適応・⽣物多様性保全の三本柱で進められています。 

 
1.1.2 国内の動向 

・⽇本の環境政策も、温室効果ガス削減・気候変動適応・⽣物多様性保全の三本柱（地球温暖化対策計画、気候変
動適応計画、⽣物多様性国家戦略）が策定されており、⾃治体にも対応する計画の策定が促されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1.3 計画期間と⽬標達成時期 

・本計画は、2025年を策定年とし、2030年度までを計画期間とする中期⽬標を設定しました。 
・進捗は5年ごとに確認・評価して公表し、2050年のゼロカーボン達成を⻑期⽬標とします。 
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2. 温室効果ガス排出の現況と将来推計

2.1 温室効果ガス排出の現況  

本町における温室効果ガス排出量は、2013（平成25）年度と⽐較して、製造業分野については製造品出荷額が
増加しました。貨物⾃動⾞分野では⾃動⾞保有台数が増加したことにより排出量が増加していますが、その他の部⾨で
は排出量が減少しており、現状年度である2021（令和3）年度の温室効果ガス排出量は、2013（平成25）年度
⽐で約12%（およそ17,000t-CO2）減少しています。(表2-1) 

 
表 2-1 温室効果ガスの排出状況 

部⾨ 

基準年度 
2013 年度 

現状年度 
2021 年度 

排出量 
（t-CO2/年） 

排出量 
（t-CO2/年） 

基準年度⽐ 

産業部⾨ 
製造業 13,506  13,628  1% 

建設業・鉱業 1,741  1,617  -7% 
農林⽔産業 10,250  9,445  -8% 

業務その他部⾨ 41,980  35,997  -14% 
家庭部⾨ 42,790  33,643  -21% 

運輸部⾨ 
旅客⾃動⾞ 16,174  13,304  -18% 
貨物⾃動⾞ 15,111  18,381  22% 

鉄道 1,223  882  -28% 
廃棄物分野（⼀般廃棄物） 937  0  -100% 

合計 143,713  126,897  -12% 
 

俱知安町の温室効果ガス排出状況における特徴は以下のとおり。 
 排出量として⼤きいのは業務その他部⾨、家庭部⾨、運輸部⾨（⾃動⾞分野） 
 製造業（産業部⾨）は 2013 年度⽐で同等と推計 
 廃棄物分野は燃やせるごみの固形燃料化（RDF）の取組により排出量ゼロと評価 

 

 

2.2 温室効果ガス排出量の将来推計 

2.2.1 将来推計（⼈⼝増減 + 省エネ対策） 
町独⾃の将来展望推計（倶知安町⼈⼝ビジョン）に基づき、⼈⼝増減（町外への転出、外国籍

住⺠の増加等）した場合に加えて、省エネ対策を講じた場合における将来の温室効果ガス排出量を推
計した結果、2030年度において105,881t-CO2（2013（平成25）年度⽐︓26%減）、2050
年度において70,990t-CO2（2013（平成25）年度⽐︓51%減）と推計されました。 

 

 
図 2-1 人口増減 + 省エネ対策による排出量シミュレーション 

 

2.2.2 将来の推定削減率 
本町における将来のCO2排出量は、⼈⼝減少、省エネ、その他の取組（電⼒排出係数の改善、森林保全の推進、

再エネ導⼊）等により、2030年度までに46%減、2050年度までに100%減を達成できる⾒込みと推定されました。
（表 2-2） 

 

表 2-2 将来推計による削減率 
排出削減率 2030 年度 2050 年度 

現状による削減量 12% 12% 
⼈⼝減少による削減量 1% 6% 
省エネによる削減量 14% 33% 
電⼒排出係数の改善注 16% 31% 
森林吸収量 評価しない 14% 
追加的な取組（再エネ導⼊等） 3%以上 4%以上 

合計 46% 100% 
注：2030 年度は 2021 年度と同等の電力使用割合で推移、2050 年度は大幅に電化が進んでいるものとして算出しました。 

 

2.2.3 削減⽬標の設定 
国は、2030年度までに温室効果ガスを⼤幅に減らし（2013年度⽐46%削減）、2050年度には排出を実質ゼロ

（ゼロカーボン）にすることを⽬指しているため、本町でもこの⽬標に沿って、省エネ⾏動の推進によるエネルギー消費の
減少や、再⽣可能エネルギーの活⽤検討などに取り組み、表 2-3の通りに⽬標を設定します。 

 

表 2-3 本町の削減目標 

中期⽬標 
（2030 年度） 

温室効果ガス排出量 46%以上削減 
（2013 年度⽐） 

⻑期⽬標 
（2050 年度） 

実質排出量ゼロ（ゼロカーボン） 
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3. ⽬指すべき環境の姿と基本⽬標

3.1 ⽬指すべき環境の姿 

 
倶知安町は、⽺蹄⼭や尻別川に象徴される豊かな⾃然環境、世界的な観光地としての魅⼒、そして町⺠の暮らしや

すさが共存する地域です。しかし近年、気候変動の進⾏、観光需要の変化、⼈⼝減少、⽣活環境の課題など、町を取り
巻く状況は⼤きく変化しています。 

こうした変化の中で実施したアンケートでは、次の点への期待が特に⾼いことが明らかになりました。 
 

・⾃然環境の保全 
・景観の維持 
・災害への備え 
・⽣活環境の質の向上 
・町⺠・事業者・⾏政の協働 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
これらの声を踏まえ、倶知安町の⽬指すべき環境の姿を《⾃然と響き合うまち、倶知安》とします。 
この環境の姿には、町⺠の皆さんが寄せた次のような思いが込められています。 

 

・⾃然を⼤切にし、未来へ引き継ぎたいという願い 
・観光と暮らしが調和する、⼼地よいまちでありたいという思い 
・⼤⾬・⾼温・積雪減少など、気候変動への不安 
・町⺠・事業者・⾏政の協⼒により、未来をつくるという期待 

 

3.2 施策の体系 

「⾃然と響き合うまち、倶知安」の実現に向けて、町の環境特性や町⺠の意識、気候変動をはじめとする環境課題を
踏まえた施策の体系を以下のとおり整理しました。 

それぞれの施策は、アンケートで⽰された期待や課題認識を反映し、倶知安町の未来像を着実にかたちづくるための道
筋となるものです。 

 

基本目標 1 ゼロカーボン達成に向けてエネルギー

を賢く使うまち 

  

 
 
 

 

 

・モビリティの次世代⾃動⾞化推進 
・脱炭素ライフスタイルへの転換 

基本目標 2 豊かな⾃然を⼤切にし、多様な⽣物
と共⽣するまち 

  

  ・⽣物多様性の保全   
・農地の適切な維持管理 
・森林・⾥⼭の整備・保全 
・⽔辺環境の保全 

基本目標 3 健康で安⼼して暮らせる、美しいまち   

 

 ・快適な⼤気環境の確保 
・ごみの減量化 
・衛⽣的な⽔環境の保全 
・倶知安らしい景観の形成 
・雪と寄り添う冬の⽣活 
・便利で安全なまちづくり 

基本目標 4 環境を守るために、行動する人を 

はぐくむまち 

  

 

 

・未来を創る⼈を育てる環境教育の推進 
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4. 施策の展開

基本⽬標 1 ゼロカーボン達成に向けてエネルギーを賢く使うまち 
本⽬標は、ゼロカーボン戦略の中⼼となる⽬標です。エネルギーを賢く使うため、次世代⾃動⾞の普及促進や省エネ⾏

動の定着を町⺠・事業者・⾏政が協⼒して進めます。 
 

モビリティの次世代⾃動⾞化推進 
●目標・・・次世代自動車の普及率の向上 

 
 

 

 
 

 

脱炭素ライフスタイルへの転換 
（1）省エネ⾏動の促進 

●目標・・・暖房設定温度 22℃以下の実施率の向上 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）省エネ･再エネ設備の導⼊及び省エネ型住宅・⾮住宅の促進 
●目標…LED 照明の普及率の向上 

   

高効率給湯器の普及率の向上 

   

断熱改修の普及率の向上 

   

住宅･非住宅･公共施設の再生可能エネルギー普及率の向上 

    

 

基本⽬標２  豊かな⾃然を⼤切にし、多様な⽣物と共⽣するまち 

⽣物多様性の保全 
●目標…生物多様性の認知度向上 

 
 

 

 

2025 年 8％（現状） 2030 年 21％ 

2025 年 46％（現状） 2030 年 63％ 

2025 年 54％（現状） 2030 年 79％ 

2025 年 12％（現状） 2030 年 28％ 

2025 年 18％（現状） 2030 年 35％ 

2025 年 1％（現状） 2030 年 5％ 

2025 年 55％（現状） 2030 年 70％ 
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農地の適切な維持管理 
●目標…地場産品や国産品を優先して購入する実施率の向上 

 
 

 

 

 

森林・⾥⼭の整備・保全 
●目標…緑の環境に対する満足度の向上 

 
 

 

 

 

⽔辺環境の保全 
●目標…水辺環境に対する満足度の向上 

 
 

 

 

※俱知安町地域防災計画に準じます。 

 

基本⽬標３ 健康で安⼼して暮らせる、美しいまち 

快適な⼤気環境の確保 
●目標…大気の臭い･きれいさに対する不満足度の低下 

 
 

 

生活騒音や営業騒音に対する不満足度の低下 

 
 

 

交通騒音に対する不満足度の低下 

 
 

 

 
 

ごみの減量化 
●目標…廃棄物、害虫、疫病等の状況に対する不満足度の低下 

 
 

 

 
※俱知安町一般廃棄物処理基本計画に準じます。 

 
 
  

2025 年 75％（現状） 2030 年 80％ 

2025 年 54％（現状） 2030 年 70％ 

2025 年 48％（現状） 2030 年 60％ 

2025 年 6％（現状） 2030 年 4％ 

2025 年 18％（現状） 2030 年 10％ 

2025 年 18％（現状） 2030 年 10％ 

2025 年 17％（現状） 2030 年 10％ 
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衛⽣的な⽔環境の保全 
●目標…水質汚染を起こさない 

 

 
 

 
※1 俱知安町一般廃棄物処理基本計画に準じます。※2 俱知安町地域防災計画に準じます。 

 

倶知安らしい景観の形成 
●目標…景観に対する満足度の向上 

 
 

 

 

※倶知安景観計画に準じます。 
 

雪と寄り添う冬の⽣活 
●目標…除排雪に対する満足度の向上 

 
 

 

 

便利で安全なまちづくり 
●目標…安全面全般に対する満足度の向上 

 
 

 

公共交通に対する満足度の向上 

 
 

 

 
 

基本⽬標４ 環境を守るために⾏動する⼈をはぐくむまち 

未来を創る⼈を育てる環境教育の推進 
●目標・・・10～20 代の国の排出実質ゼロ目標の認知度 

 
 

 

環境に関する活動やセミナーへの参加率の向上 

 
 

 

 
  

公共用水の環境基準値は

適合している 
2030 年 適正な排水を維持し、 

水質汚染を起こさない 

2025 年 57％（現状） 2030 年 65％ 

2025 年 58％（現状） 2030 年 70％ 

2025 年 44％（現状） 2030 年 60％ 

2025 年 52％（現状） 2030 年 60％ 

2025 年 33～39％（現状） 2030 年 60％ 

2025 年 12％（現状） 2030 年 20％ 
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気候変動適応策 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

5. 計画の推進･進⾏管理 

本計画の推進にあたっては、⾏政による積極的な働きかけのもと、町⺠、事業者が連携・協⼒し、それぞれの役割を果
たしながら取組を進めていきます。 

本計画の進⾏管理は、以下のPDCAサイクルに基づき、継続的な評価と改善を⾏いながら推進します。このサイクルを
継続的に繰り返すことで、計画の実効性を⾼め、着実な推進を図ります。 

 

 

気温上昇に対する適応策 

積雪量の減少に対する適応策 

異常気象に対する適応策 

生態系への影響に対する適応策 


